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清初刊教派系宝巻二種の原典と解題
—『普覆週流五十三参宝巻』と『姚秦三蔵西天取清解論』—

（1）教派系宝巻 2 種の影印に際して

　中国近世以降、郷村社会は様々な方法で維持されて来た。官僚機構や地主・佃戸という

政治経済的な体制による支配方法もその一つである。これは、社会秩序を国家権力を背景

とした上からの力で維持して来た。これに対し、村民相互の交流や意識の共有といった精

神活動は、郷村社会内部から外へ向かって発信され、社会秩序を維持する方向に動いた。

例えば、宗教を通して人心の結合意識の確認は大切な行為で、寺廟や宗廟で行なわれる祭

祀演劇、宗教奉仕活動などは、社を中心とした郷村社会での重要な活動であった。しかし、

民国以降、郷村の村民が行なって来た精神文化の多くが、非近代的・迷信という名のもと

に放棄を強制され、破壊されて来た。とりわけ、人心が乱れ、家族単位自体の安定性を失

いつつあった文化大革命期に顕著に現われた。ところが、文革が終わり社会の再編が始ま

る中に、急速な近代化と資本主義的要素が郷村に浸透しはじめると、体制の変革は郷村社

会の人々に新たな動揺をもたらし、再びかつての精神的支柱であった祭祀演劇や宗教活動

の復活、或は寺廟の再建などが呼応するかのように始まった。それらは、一見民国以前と

同じ様相を呈するが、内実では旧代とは多少様相が異なる。ところが、近世以降、郷村住

民の生活の中に発生しその精神生活を支えて来た宝巻を扱う宣巻活動は、途絶えることな

く今日に到り、なお婦女子を中心に行なわれ、節季ごと、種々の題名の宝巻が、仮りにし

つらえられた祭壇に祀られた様々な神々の神牌の前で演唱されている。民国初に滅んだと

いうことが定説であった宝巻は、なお存在意義を持った。

　では、民国初期に、迷信追放、欧米文化の輸入などのもとで、その存在が絶えたはずの

大衆仏教の宝巻が、いかなる理由と情況下において生き延び、しかも急速な市場経済が進

行する郷村社会に再びその姿を見せ始めたのであろうか。

　かつて、教義を主体とする宝巻は、郷村社会の僧尼が、仏典に似せて作った教派色の強い、

しかも文理が整わぬ内容であった。やがて、中国の小説や戯曲の故事を取り入れ、老若男

女にも理解し得る内容に取って代られ、故事系宝巻が盛行していった。この背景には、清
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朝中期頃から郷村社会内で自律的な動きを見せる宝巻所有教団は、教匪と見なされ、徹底

的な弾圧を受けて来たからであろう。にもかかわらず、宝巻そのものは、時には信仰とと

もに地下にもぐって生き延びて今日に及ぶ。今日でも、人民共和国政府も、宝巻は新しい「教

匪」の経典として、その出版や研究に監視の眼を光らせている。そのような歴史的な流れ

にあって、従来、その存在が疑問視された宝巻とその宣巻事業が、江浙地方の郷村はもち

ろん、遥か甘陝方面にまで派及し、地方劇や語り物とは一味違う形で伝承され、今日なお

住民の日常生活に影響を与えていることは、文化史からも、文学・宗教史からも注目すべ

きであろう。その宝巻の中国社会に果たした役割を考える時、宝巻源流としての教派系宝

巻の調査・分析、及び社会との関わりを明らかにすることは、必須の事項であり、後の故

事系宝巻を含めた宝巻全体の文化史的役割を明らかにすることによって、中国の大多数を

占める郷村社会の構造の一端を窺い知ることが出来るという点で重要である。

　従来の宝巻研究において、その基本とも言うべき宝巻の版本そのものの研究は欠落して

いた。それは、教派系宝巻が抱える本質的な問題と密接な関係がある。つまり、「教匪」

の中枢と見られていた経義を宝巻が媒介していたからに他ならない。それゆえ、禁書の波

をもろに被ることになり、伝存が乏しい状況を迎えたのである。そのため、教派系宝巻を

研究する中でかつて存在した旧宝巻類の原本を捜集し、近世中国社会を探る資料の一つと

して影印刊行することは、宝巻研究と併せて大切なことであろう。今回、研究調査の過程

で発見した二種の教派系宝巻を資料公開のため、影印の形で出版する。黄天道系の民間宗

教を研究する資料ばかりではなく、清初の出版文化研究の資料ともなり得るものである。

以下に、その 2 宝巻の概要を紹介する。
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（2）『普覆週流五十三参宝巻』解題

　五十三参宝巻は、従来の研究史では知られていなかった教派系宝巻で、『破邪詳弁』（注 1）

にも言及がない。

　本宝巻は清の康熙 32 年（1693）、北京にあった経舗の一軒、党家で印出された、現存す

る唯一の刊本である。書誌は、以下の通りである。

　表の表紙は雲龍をあしらった錦織絹布で装幀される。中央に題簽があり、金字で「普

覆週流五十三参宝巻」と鈔写される。折本三帖。全長縦 38.5 ㎝×横 12.8 ㎝。匡郭内天地

26.9 ㎝、一紙幅 66.5 ㎝。半帖 4 行・行 15 字、天地双辺。見返しは、如来を中心に諸菩薩・

護法神を描く説法図が置かれ、その後半帖ごとに蓮牌木記「皇圖永固　帝道遐昌／佛日増

輝　法輪常轉」「皇帝萬歳萬萬歳」「御製／六合清寧　七政順序　雨暘時若　萬物阜豊／

億兆康和　九幽融朗　均躋壽域　溥種福田／上善攸閑臻　障碍消釋　家崇忠孝　人楽慈良

／官清政平　訟簡刑措　化行俗美　泰道咸亨／凡序有生　倶成佛果」と記した蓮牌を順次

3 牌置き、その後、経典本文に入る。

巻上の経首題・経末尾題名は、

「普覆週天五十三参宝巻上」

「上巻終」

巻中の経首題・尾題はそれぞれ、

「普覆週天五十三参宝巻中」

「普覆週流五十三参宝巻中」

巻下の経首題は、

「普覆週流五十三参宝巻下」

とし、尾題はなく、本宝巻刊行の経緯、刊年、そして空刻の蓮牌があり、空欄に「請竹林

寺薛師傅壹套三冊」という墨書がある。そして、最後は韋駄天尊像になっているのは、大

蔵経や他の教派系宝巻と共通する。

　「週天」「週流」と混記するが、一紙の右端に「週流中」「週流下」の刻記があることや、

本文の用例から見て経名としては、「週流」の文字が相対的に良いようである。

　経文の空白部分には、宝珠類の紋様が刻まれる。かつて、本帖装の装幀と同じ龍紋布の

（注 1）沢田瑞穂氏『校註破邪詳弁』（道教刊行会、1972 年）に拠る。
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経帙に収められていたが、時代の経過による汚損がはなはだしいため、現蔵者によって経

帙は廃棄された。

　五十三参宝巻は、教義説法を主体とした教派系宝巻に属し、在俗の信者を救済し解脱さ

せることを信条にしている。教派系宝巻によく見られるように、文面は読書人が読むよう

な整ったものではなく、宗教的情熱で体得するような粗雑な内容から成る。全体を通して、

次のような 5 つの方面から成るように見える。

　（1）善男信女が生を送る塵俗の世の有様について

　（2）俗世に沈淪する善男信女の本来の姿について

　（3）解脱のために在俗側から行なうべき発願と修行の方法について

　（4）善男信女を受け容れる仙仏側から差し伸ばされる方便や教義について

　（5）宝巻の宣巻を媒介として行なわれる善男信女の還郷と結果としての済度

　まず、第一段階の俗塵の世の有様については、経文では在家信者の境遇を苦難の連続と

捉え、長くその身を置く場所ではないとくり返し説くものの、一般的な言葉、単純な表現

で終始する。おそらく、当時の教派系宝巻の主体的受容層、つまり主な説法の対象者を想

定するならば、下層に属した者が主力をなしていただろうから、あえて日常生活の苦労を

説くまでもなく、むしろ、現実の俗塵に身を置く者はすべて「失郷」人と見なし、その失

郷人には永久に沈淪する者と超塵し得る者との区別が存在すると規定し、在家人の心構え

のあり方につなげる。そして、沈淪と超塵の分岐点を、黄天道・円頓教との出会いがある

か否かに定める。黄天道・円頓教に有縁の人は、発願して家郷へ帰ることを求めれば、善

男信女として救済の機会を持ち得るとする。しかし、同じ失郷人でも、俗世の慾にかられ

る頑迷で昏盲な愚人は、六根が穢れているため、発願の契機を持ち得ないと言う。つまり、

失郷人が極楽家郷へ行くに際して、黄天道・円頓教に帰依するか否かでその選別がなされ

る、と暗に示すのである。

　では、「失郷人」とは本来どのような存在であり、いかなる結果から「失郷」せし者となっ

たのか。これは、本経教義の中核の一つをなす点で注視すべきもので、実際、本文中では

くり返し呈示される。

　人間は、もともと、無始より本来の面は清浄であり、霊光を持つ真性、仏性の存在であっ

た。その真性は、本経では明珠、無価宝珠にたとえられる。その仏性（真性とも、真の仏

性とも言う）は、既に備わるものであるので、修行などの作為では得ることが出来ないも

のである。しかしながら、縁がなければ、人がみな持つはずの無価宝珠には出会いがたい、
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と言う。経文では、仏性・無価宝珠を人間に対し客観的に対峙させているが、要は、個人

の内面の仏性に気づかないということである。仏性、真性とは別に「本性」という語句も

持ち出し、本性は（古）弥陀と規定し、失郷子は男女の区別はなく、真僧であったとも言う。

おそらく、人間の真性を客観物とすれば無価宝珠、つきつめれば古弥陀であったのが、真

性のけがれで霊光を失い、現世に浮遊して家郷を失った存在である、ということであろう。

　では、善男信女は、いかなる方法を採れば還郷、つまり原位に身を置くことが出来るよ

うになるのか。

　在俗の信者、つまり脩行人（有縁の人、賢良とも、善男信女などとも呼ぶ）は、正念を持っ

て救済（還郷を得る）を信じ、大道が目前にあることを自覚するために、もろもろの邪教

傍門を信じず、偶像崇拝をやめ、有字経たる経五千四十八巻を読誦することなく、天地の

運行（功）に従う。そして、心清く意浄くして蓮台たる蘊空に置き、本来持つ真性、無価

宝珠から発する霊光の輝きを取り戻すため、無為法に拠って先天の一炁、真精炁を採取し、

空懸の無字経を読誦して金剛の身となる煆煉を積み、明心見性を得れば、真の禅入定をし、

再び光に包まれ、真空を悟ることとなる、と説かれる。

　一方、善男信女を救済する側について、五十三参宝巻では、いかなる救済の方便が設定

されるのであろうか。つまり、救済される者がまず目指すべきは、情実などを認めない黄

天聖道という無上の仏道へ入る清浄の門であり、その無縫の門をくぐり、内側に設けられ

た一乗円頓教に行き着くことこそが、三世諸仏の言う正門に入ることにほかならない。簡

単に言えば、黄天道円頓教に帰依せよ、ということである。従って、在家信者の救済に向

けて記される方便こそ、黄天道円頓教の教義ということになる。ここに、本経が、教派系

宝巻であることが如実に示される。

　宝巻名を『普覆週流五十三参宝巻』とするのは、黄天道の教義を発展的に吸収した円頓

教の教義の一部と、宝巻構成の依拠した仏典を示すものであろう。「普覆」とは、無字経

たる転法輪が、昼夜を問わず普く乾坤を大光明で覆いつくす、という意味である。「週流」

とは、「普覆」の結果、天地の運行が循環して、八卦が週
めぐ

り流れて行き渡るという意味である。

「五十三参」は、『華厳経』にある善財童子が五十三所の賢者菩薩を訪れて悟りを得たよう

に、無字経とは言いつつも、黄天道の教義を方便として「五十三」に分け、有字経体をと

り、それぞれの分品によって善男信女が円頓教に参ずれば、すぐにも解脱への道に入れる

ように間口を拡げる、といった意を込めたのであろう。
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　教派系宝巻の内容や構成は、沢田瑞穂氏が指摘するように、論理一貫したものとは言い

がたい。今日なお、それらは文献学的検証を経ているとは言えず、誤刻・誤写などといっ

た外的状況もあろうが、やはり原刻（原作）段階から、伝統的な読書人からすれば、読む

に耐えない内容であったのであろう。康熙年間の刊行でありながら、「妙理玄玄」「無為法

甚深妙玄」（巻中）と「玄」字を憚からない点は、書く方も書く方であるが、出す方も出

す方で、その無頓着な感覚が教派系宝巻の自滅を招いたことを象徴するのではなかろうか。

　次に、沢田瑞穂氏のすぐれた研究（注 2）に拠り、黄天道について概観してみよう。

　黄天道の教祖李賓は弥勒仏の化身で、号は普明金光仏、万全県の人であり、のちに膳房

堡に居住したと言われる。妻は普光帰聖仏の化身、三人の娘は、長女が普浄古仏、次女が

普賢古仏、三女が円通古仏のそれぞれの化身であり、清末の光緒頃、万全県の膳房堡で黄

天道の遊行僧志明が普明仏李賓の墓碑を発見するに到ったと言われる。李世瑜氏が紹介し

た万全県の李賓の墓碑を主とする黄天道教祖伝説を、沢田瑞穂氏は、『虎眼禅師遺留唱経

巻』の康熙 31 年李蔚序及び『衆喜粗言宝巻』から、塞北の普明仏・普明寺伝承事蹟を分

析し、信頼し得る部分があるとした。しかし、普明一家五人は、普明以後の法燈を相続し

た祖師関係を示すもので、下四俗祖の七祖李普明、八祖王普光、九祖鄭普静、十祖汪普善

と数える内の、普光は王普光に、鄭普静は長女普浄古仏に該当し、黄天道の流派に円頓教

をうたった。次女の普賢古仏は、汪普善に当たり、崇禎年間には教派名を円頓教と称して

いたらしい。三女円通は、円頓のことで、架空の祖師か普善の可能性が指摘される。普 

明祖・普光祖・普静祖の活動地域が、明後期から末期の宣化府方面であった。普明祖の五

代目の子孫がなお万全県に残っていたことは、五十三参宝巻との関係で記憶に留めよう。

　さて、黄天道の教祖相承の祖師名を見ると、『観虚空蔵菩薩経』等に記される過去

五十三仏名の一部と一致する。しかも、五十三参宝巻が華厳五十三参に記される善知識名

を採らず、むしろ過去五十三仏名を摂取して構成されたことは、黄天道の教祖普明仏こと、

李賓の代から教義の根底に五十三仏を利用していたことは間違いない。また、初期（明・

嘉靖期）の黄天道創成期から円頓教へ転化する清初あたりまで、仏教の経典が教義の確立

に利用されていたことが推測されるのである。五十三参宝巻の編者第十九会孫祖が、宣府

の孫家庄で活動し、康熙 32 年に本宝巻を刊行したことと、前掲の普明祖李賓の五代裔李

（注 2）沢田瑞穂氏「初期の黄天道」（『増補宝巻の研究』、国書刊行会、1975 年）
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蔚が万全県に居て、黄天道の宝巻に序文を寄せていることと即応させれば、清初にあって

宣化府が黄天道の聖地であり、この地で一定の教団を整えたことが推測される。しかも、

黄天道とは、既に失郷人を救済する方便の名称で、第十九代祖師に居た孫祖なる教祖が率

いる教団は、円頓教を宗派名としていたと見られる。同時に、祖師の一人普静祖の流れを

くむ分派があり、黄天道円頓教派からは異端視されていた点（注 3）も判明する。

　五十三参宝巻は、宝巻巻尾に付刻される「縁起」文によって、康熙 32 年に北京城内の

経舗で刊行されたことがわかる。第十九会孫師が得道した折、善才が化現して、多宝仏が

唱経一部二冊を下したことが契機となったと跋文にはある。唱経一部二冊と五十三参宝巻

一部三冊との関係はよくわからないが、黄天道開祖以来、教団の祖師に「明心見性」して

就任した折、その証として、自ら宝巻を作ることが求められていたことから、五十三参宝

巻が製作されたとも考えられる（注 4）。

　教派系宝巻は、羅祖の五部六冊以来、『西遊記』とも関係を持つ。本宝巻にも、巻上「金

剛牢強普散金光如来分第十二」に、

「 南方丙丁朱八戒　北方壬癸小嬰童

　東方甲木孫行者　西方白馬駝真経

　唐僧非在西天取　内有三蔵無字経 」

とある。また、二十七分にも「孫悟空」の名を出す。

　なお、本宝巻に見られる五十三仏について、同治 7 年に追善供養のために出版された湧

泉禅寺蔵板の『礼八十八仏洪名宝懺』には、「観薬王薬上二菩薩経云」として薬上菩薩が

過去五十三仏名を告げる場面がある。『礼八十八仏洪名宝懺』は宝巻ではなく、一種の仏

典のような懺文であるが、清初以来五十三仏の信仰が民間で信仰されていたことを窺うも

のである。　　 

（注 3）五十三参宝巻「普静如来分第三」

（注 4）磯部彰「『普覆週流五十三参宝巻』に見る明末清初期の教派系宝巻の出版について」（『東アジア

出版文化研究にわたずみ』、二玄社、2004 年）、同「明末清初教派系宝巻の版本について」（『東北アジア

研究』第 7 号、2003 年）
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（3）　『姚秦三蔵西天取清解論』解題

　明代に多く登場した教派系宝巻は、大蔵経や道蔵の体裁を模倣し、折帖本形式が目立つ。

内容はともかくとして、宝巻を製作する側も護持する側も、意識としては仏典に優るとも

劣らぬ気持ちで接していたのであろう。清代初期に到っても、その体裁に変化はなかった。

　ここに紹介する『姚秦三蔵西天取清解論』は、伝本が少ないこともあって、あまり知ら

れない無為経系の宝巻である。沢田瑞穂氏は、取清解論を羅什訳『金剛般若経』の解論で、

羅祖門の作であろうと推定している（注 5）。無為教系統の『金剛般若経』の解論か否か

については、この方面での知識が乏しい筆者としては、ひとまず議論はさけるが、無為教

系の宝巻であることは確かであろう。車錫倫氏『中国宝巻総目』（注 6）の No. 1413『姚

秦三蔵西天取清解論』項では、その伝本について、

（1）明萬暦十年（1582）重刊折本一冊

（2）萬暦十三年（1585）刊本一冊

（3）萬暦壬子四十年（1612）校証・乙酉（清順治二年　1645）重刊一冊

（4）清康熙三十六年（1697）重刊折本一冊

（5）清初刊本一冊

（6）清初刊本一冊

（7）清姑蘇徐涵輝刊本一冊

の七種を挙げている。ここで紹介する版本は、第（3）萬暦壬子孟秋校証乙酉年重刊本に

該当する版本である。順治刊本であるゆえ、「玄」字に欠筆はない。経帖装の折本で、表

紙は黄緑色の蔓紋様入りの絹表装となっている。紺色の書題簽には墨で「姚秦三蔵西天取

清解論」と記す。全長縦 36.0 cm ×横 13.4 cm、1 帖、天地匡郭内 28 cm × 13.4 cm。巻頭

に如来図、蓮牌、そして本文となる。巻尾に「萬暦壬子孟秋校証乙酉年重刊」と記し、最

後に韋駄天像を置く。

　本文は、「奉請法王今在一会、合掌酬拝、上告世尊礼白仏言、…」と仏典の形式を模倣

するが、所謂教派宝巻に属するものである。冒頭は、論講以前には仏法も天地もなく、上

下がただ一個の玄虚空であったと説き、　その太虚空から大光が発せられて我が仏が涌き

（注 5）沢田瑞穂氏校注『校注破邪詳弁』（道教刊行会、1972 年）巻二「姚秦三蔵西天取清解論」（P56）

（注 6）車錫倫氏編『中国宝巻総目』（中央研究院中国文哲研究所 備処 1998 年、北京燕山出版社本 No.1412）鎗
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出でたと言う。

　大虚空　発大光　安立世界

　半空中　光明顕　我仏出身

　一段光　涌出来　不分南北

そして、清気が上に上って天となり、濁気が下って地となったという天地開闢伝説を続け

る。その後、老古仏は衆生が迷悶して還郷出来ないのを気にかけ、仏祖真空に救済を依嘱

すると説く。

　老古仏　毎日家　心中盻望

　想衆生　迷了家　不得還郷

　幾番家　稍書信　千万囑咐

　上写着　分明説　仏祖真空

　看罷書　心痛切　両眼垂涙……

或は

　自今番　纔暁的　佛是真空

　普天下　人念仏　不知理義

　透不着　真祖意　知根達本

　若得知　佛祖意　知根達本

　不用你　閑     氣　自然神通……

念仏をしても真祖の意を体得しなければなにもならず、仏祖の意をさとって根本を知れば、

自然と了悟する、と説く。「論五」葉と「論六」葉との間に、『破邪詳弁』巻二で引用され

る一文がある。また、文中に見られる「太虚空」「大光」「仏祖真空」などの語句、或いは

　全容易　不慣想　真空顕現

　有当人　為正主　就是真経

　這真経　臨危時　無仏無祖

　無昼夜　放光明　本体無生

　無生体　無辺表　諸仏聚会

　堅固身　無営転　自古常存

　古家郷　真聖境　光明不断……

などと言う箇所は、浅井紀氏が羅祖の五部六冊のうち、『苦功悟道巻』を主とした羅祖の「悟

り」（注 7）における分析内容を想起せしめるものである。羅祖が浄土信仰を出発点として、

陶
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『金剛科儀』に説かれる『金剛般若経』の空の思想の影響を受けているという浅井氏の指

摘は（注 8）、『姚秦三蔵西天取清解論』が鳩摩羅什の『金剛般若経』の解論であるとする

沢田瑞穂氏の見解を間接的ながらも補強するものかも知れない。「解論」講説については、

本文中に幾箇所か登場、その中で「解論」の性格が示される。

　上告世尊礼白仏言、本六字是真、四字是真、世尊答曰、解論講説、無字是真、有自是仮、

　六字仏是誘引法門、四字仏亦是誘引法門、五千四十八巻、為教化門路、求食之法…

この箇所の世尊が「無字是真」云々と答える部分は、『西遊記』第九十八回で、西天へ到

着した唐三蔵に無字の教典を与えて、「白本者、乃無字真経、倒也是好的。」と、これも真

経と説く場面を連想させる。『西遊記』にも、無為教の影響があったことを窺わせる場面

ではある。「無字真経」は後文で、その功用が強く説かれる。

　羅祖の五部六冊が登場した明代中期、沢田瑞穂氏は道人と呼ばれる半職業人による家庭

内での宣巻もあったと指摘し、宗教文学たる宝巻は、「庶民大衆の信仰生活」を知る上で

の重要な資料と見ている（注 9）。教派宝巻の護持と密接な関係にある宗教のうち、白蓮

教系の宗教組織は元末明初より、明代中期、末期に大規模な反乱をくり返した。鈴木中正

氏は、宗教反乱は、土着の宗教結社員と流寇性の強い武力派分子との結合の上に行われた

と見られる（注 10）。従って、教派宝巻は、ある段階で武力派流寇集団の背後を支えるこ

とになった。しかし、宗教派と武力派という二元的勢力の矛盾をかかえる反乱軍では、宝

巻の役割も限界があり、民生の破壊によって、宗教派とともに宝巻も組織から除外されて

いったのであろう。西北の酒泉地方に残る宝巻は、故事系宝巻以外、教派系宝巻もあった

か否かは不明であるが、敦煌変文の直系に生成したもの（注 11）ではなく、明清代に辺

塞に配された軍人、或は入植の小農民、或は行商人、流民、行脚僧などによって伝えられ

（注 7）浅井紀氏『明清時代民間宗教結社の研究』（研文出版、1990 年）第一章「羅教の成立」第二節

（注 8）同上 P33

（注 9）沢田瑞穂氏『増補宝巻の研究』（国書刊行会、1975 年）第一部「宝巻序説」第十章「宝巻の普及―宣巻」

P82、97 など。

（注 10）鈴木中正氏『中国史における革命と宗教』（東京大学出版会、1974 年）第六章・第七章

（注 11）『酒泉宝巻』（上編）（甘粛人民出版社、1991 年）「前言」
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たものではないか。宝巻は、社会秩序が小康を保っていたときには、基本的には食の一応

足りた農民たちの宗教教義の証であり、明日の命もおぼつかない流民のためのものではな

かったに違いない。

　浅井氏は、羅祖の「無為法」は、非エリートたる「庶民大衆」を主たる対象とした教義

と見られている（注 12）。羅祖自身は、代々軍籍に身をおいた運糧軍人と言われ、遊牧民

的存在であったが、無為教の信者たちは必ずしも流浪の民ではなかったと思われる。酒井

忠夫氏は、羅祖の出身から、無為教が漕運に従事した軍人、そして水手の集団に浸透して

いった可能性を指摘して、清初の糧船水手グループに羅教結社があったことへの説明とし

ている。また、劉天緒の結社の構成員が、庸流下賤の徒・菜傭踏麺人と衛軍軍人であった

と指摘した（注 13）。しかし、定職があるとしても、浮遊する状況に常に直面する可能性

を持つ階層の下層大衆が宗教基盤であったことには変わりがなく、受容者たる信者たちは、

明中期悪化を重ねる王朝紀綱のもとに、表面的には一時的に安定したように見える生活と

は裏腹に、その内心は、本宝巻にも説かれるような「在苦海　生死転　不得還郷」の民、

つまり、心の遊民、心の「浮浪者」に置かれていた。宣巻の人は、遊行の徒である場合も

多いことから、定まらぬ人生の行末を説くには長じていたことであろう。『姚秦三蔵西天

取清解論』も、無為教を説く宣巻人によって、心の還郷を求める農民に説かれたのであろ

う。もちろん、『破邪詳弁』序に弘陽教の経巻が大蔵経の経巻と装丁の面で少しも遜色が

ないと言うこと、或いは、「遊食僧道」が都で盛んに布教活動をしていたこと、弘陽経巻

の刊記に内監の助力を得たと明記することなど（注 14）から、地主や宦官などもその支

持者であったであろう。この点は、明末清初の教派系宝巻が北京城内で開板されたことで

も裏付けられる。

　最後に、『姚秦三蔵西天取清解論』に記される姚秦三蔵とは、如何なる高僧を指すのか

という点に言及して、結びとしよう。

　姚秦とは、五胡十六国の一国、後秦（384 ～ 417）王朝を指し、羌族の姚萇が建国した

ので姚秦とも呼ばれる。第二代姚興は、仏教に傾倒し、国師の礼をもって鳩摩羅什を迎え

た。鳩摩羅什は、長安に留まって多くの経巻を訳出した（『晋書』巻九十五「鳩摩羅什」、『広

（注 12）（注 7）浅井氏著書 P47

（注 13）酒井忠夫氏『中国善書の研究』（国書刊行会、1972 年）第七章 P470 - P475

（注 14）馬西沙氏『清代八卦教』（中国人民大学出版社、1989 年）P31 - P32
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弘明集』巻二十三「鳩摩羅什法師誄并序」）。従って、一般的には鳩摩羅什を姚秦三蔵と呼ぶ。

再雕本高麗蔵『妙法蓮華経』（増上寺蔵）には、「後秦亀茲三蔵法師鳩摩羅什奉詔訳」とあ

り、大正蔵『仏説仁王般若波羅蜜経』（245）には「姚秦三蔵鳩摩羅什訳」とあり、『金剛

般若波羅蜜経』（235）及び『摩訶般若波羅蜜大明呪』（250）には「姚秦天竺三蔵鳩摩羅什

訳」と表記される。その一方で、銀眼蔵（黄檗版）の『四分律蔵』には、「姚秦三蔵仏陀

耶舎共竺仏念訳」と言う表記もある。つまり、姚秦三蔵とは、必ずしも特定の高僧に限る

ものではないことは、唐三蔵と同じである。しかし、唐三蔵の場合でも同様であるが、そ

の時代の最も著名な僧の名前代わりに使われる場合も多い。明代の宝巻に用いられている

という情況を考えると、ここで使われる姚秦三蔵とは、旧仏教を代表する鳩摩羅什のこと

として良いと思われる。羅祖が『金剛般若経』に見られる空の思想の影響を受けたといわ

れることからも、それは同意されるであろう（注 15）。

（注 15）小稿は、かつて、平成 10・11 年度科学研究費「中国小説・戯曲の発展史における遊民の役割に

関する研究」（10044002）成果報告書（平成 12 年 2 月）で公表した研究成果・資料をもとに、平成 19 〜

21 年度日本学術振興会アジア・アフリカ学術基盤形成事業（AAP）の共同研究によって継続発展させた

成果である。
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